
(1) 令和7年1月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第427号

№ 417

～急ピッチで工事が進む山陰道～

　山陰道の三隅・益田道路は、島根県浜田市三隅町と益　山陰道の三隅・益田道路は、島根県浜田市三隅町と益

田市遠田町を結ぶ重要な道路で、平成 24 年度に事業が田市遠田町を結ぶ重要な道路で、平成 24 年度に事業が

着手され、13 年の工期を経ていよいよ令和 7 年度開通着手され、13 年の工期を経ていよいよ令和 7 年度開通

予定となりました。予定となりました。

　この道路の区間は急カーブや起伏が多く、交通事故が　この道路の区間は急カーブや起伏が多く、交通事故が

頻発していたため、地域住民にとって安全な移動が求め頻発していたため、地域住民にとって安全な移動が求め

られていました。られていました。

　開通により交通事故が減少するとともに、浜田市役所　開通により交通事故が減少するとともに、浜田市役所

から益田市役所までの所要時間が約 10 分短縮されるなから益田市役所までの所要時間が約 10 分短縮されるな

ど、ど、山陰道の整備は移動時間の短縮や、空港・港湾への山陰道の整備は移動時間の短縮や、空港・港湾への

アクセス強化を図ることにより、地域間の交流や連携をアクセス強化を図ることにより、地域間の交流や連携を

強化し、山陰地方の産業・経済の発展や観光振興にも大強化し、山陰地方の産業・経済の発展や観光振興にも大

きく貢献します。きく貢献します。

　また、島根県内の山陰道は総延長約 180km のうち、す　また、島根県内の山陰道は総延長約 180km のうち、す

でに 126km が開通しています。令和 7 年度には石見三隅でに 126km が開通しています。令和 7 年度には石見三隅

IC ～遠田 IC 区間が開通することで、開通率は 84% に達IC ～遠田 IC 区間が開通することで、開通率は 84% に達

し、全線開通が目前となっています。 し、全線開通が目前となっています。 

  

１Ｐ　山陰自動車道（三隅・益田道路）１Ｐ　山陰自動車道（三隅・益田道路）
２Ｐ　２Ｐ　新年のご挨拶（会頭）新年のご挨拶（会頭）
　　　優良商工従業員表彰式　　　優良商工従業員表彰式
３Ｐ３Ｐ　新年のご挨拶（浜田市長）　新年のご挨拶（浜田市長）
　　　優良商工従業員表彰式　　　優良商工従業員表彰式
４Ｐ４Ｐ　　故郷へ一言故郷へ一言
５Ｐ５Ｐ　青年部だより　青年部だより

６Ｐ　会議所月報、新入会員のご案内６Ｐ　会議所月報、新入会員のご案内
　　　出張経営相談会　　　出張経営相談会
７Ｐ　浜田市景況レポート７Ｐ　浜田市景況レポート
８Ｐ　活用事例紹介８Ｐ　活用事例紹介
　　　はまだ起業家育成塾　　　はまだ起業家育成塾
　　　石見 4 市商工会議所会頭連絡会議　　　石見 4 市商工会議所会頭連絡会議

No.427No.427

▲岡見川橋▲岡見川橋 ▲鎌手 IC 第 3 改良工事▲鎌手 IC 第 3 改良工事

▲新津田川橋▲新津田川橋 ▲三隅川橋▲三隅川橋

令和 7 年度開通予定 三隅・益田道路



(2)浜田商工会議所だより第427号 令和7年1月15日（発行定日15日）
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櫨
山　

陽
介

ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ
」
の
運

営
や
中
間
支
援
組
織
の
活
性
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
か
ら
策
定
作
業
を
進
め
て

い
る
「
中
期
行
動
計
画
」
は
今

年
6
月
の
定
例
総
会
で
承
認
が

得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
も
商
工
会
議
所
が
果
た

す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
地
域
総

合
経
済
団
体
と
し
て
国
・
県
・
市
、

関
係
団
体
と
密
接
に
連
携
し
、

事
業
者
の
皆
様
と
地
域
の
皆
様

と
と
も
に
、
石
見
地
域
の
振
興
、

島
根
県
立
大
学
と
の
包
括
連
携

協
定
に
基
づ
く
地
域
課
題
の
解

決
と
魅
力
づ
く
り
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
、
あ
る
い
は
地
域

資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
育
成
、

地
域
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し

た
取
組
支
援
等
各
種
事
業
に
重

点
的
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
で
「
会
員
・
地
域
か
ら
信

頼
さ
れ
る
商
工
会
議
所
」
の
実

現
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
会

員
企
業
や
地
域
経
済
の
振
興
発

展
の
た
め
に
、
環
境
の
変
化
や

時
代
の
要
請
に
的
確
か
つ
柔
軟

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
、
健
や
か
で
幸
多
い
一
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
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お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
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か
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商
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議
所
の
事
業
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動
に
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
多
く
の
自
然

災
害
や
経
済
の
混
乱
が
あ
っ
た

一
年
で
し
た
。
特
に
中
小
・
小

規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
資
材
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
・
人
件
費
の
高
騰
や
人
口
急

減
・
超
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力

人
口
の
低
下
な
ど
の
影
響
を
受

け
、
収
益
確
保
に
苦
慮
す
る
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
地
域
の
活
力

を
高
め
る
た
め
に
は
地
域
企
業

の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

当
所
で
は
昨
年
、
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
や
起
業
創
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に
資
す
る

優
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商
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績
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66
年年
1111
月月
2222
日
（
金
）
、
浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
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で
第

日
（
金
）
、
浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
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第
6464
回
優
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商
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優
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商

工
従
業
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催
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し
た
。
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業
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を
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催
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た
。

　

今
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今
年
は
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事
業
所

事
業
所
6161
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
、
企
業
の
発
展
を
支
え
て
き
た
功
績
を

名
の
方
が
表
彰
さ
れ
、
企
業
の
発
展
を
支
え
て
き
た
功
績
を

称
え
る
と
と
も
に
、
永
年
の
労
を
労
い
ま
し
た
。

称
え
る
と
と
も
に
、
永
年
の
労
を
労
い
ま
し
た
。

以
下
、
受
彰
者
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　

【
敬
称
略
・
順
不
同
】

以
下
、
受
彰
者
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　

【
敬
称
略
・
順
不
同
】

セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
、
国
・
県
・

市
の
補
助
金
を
活
用
し
、
販
路

開
拓
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削

減
支
援
や
資
金
繰
り
な
ど
、
各

種
支
援
策
の
周
知
と
施
策
の
活

用
を
後
押
し
す
る
経
営
改
善
・

支
援
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
や
改

正
電
子
帳
簿
保
存
法
へ
の
対
応
、

運
送
業
や
建
設
業
に
お
け
る

「
２
０
２
４
年
問
題
」、
事
業
承

継
等
の
支
援
を
継
続
し
て
い
く

と
と
も
に
、
企
業
の
持
続
的
な

成
長
・
発
展
に
伴
走
型
で
支
援

い
た
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
消

費
喚
起
や
需
要
拡
大
に
期
待
で

き
る
第
4
弾
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付

は
ま
だ
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」
に
つ

い
て
は
当
所
が
発
行
業
務
を
担

当
し
、
地
域
経
済
活
性
化
の
一

翼
を
担
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
当
所
機
能
の
強
化

と
し
て
、
引
き
続
き
「
浜
田
市

▲ 30 年以上勤続表彰者▲ 30 年以上勤続表彰者



(3) 令和7年1月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第427号
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

浜
田
商
工
会
議
所
会
員
の
皆

さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
し
い

年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
市
政
の

推
進
に
格
別
の
ご
協
力
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
、

日
々
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
表

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

 

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
引
き
続
き
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
を
は
じ
め
と
し
た
物

価
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騰
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収
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通
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な
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／
㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

福
井　

一
茂

福
井　

一
茂

　
　

／

　
　

／
近
重
勉
税
理
士
事
務
所

近
重
勉
税
理
士
事
務
所

永
見　

勝
興

永
見　

勝
興

　
　

／

　
　

／
祥
洋
建
設
㈱

祥
洋
建
設
㈱

江
角　

洋
司

江
角　

洋
司

　
　

／

　
　

／
（
一
社
）
浜
田
自
動
車
協
会

（
一
社
）
浜
田
自
動
車
協
会

大
田　

茜

大
田　

茜

　
　

／

　
　

／
（
福
）
愛
心
会

（
福
）
愛
心
会

平
田　

鉄
平

平
田　

鉄
平

　
　

／

　
　

／
㈱
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

㈱
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

高
浜　

里
奈

高
浜　

里
奈

　
　

／

　
　

／
（
福
）
い
わ
み
福
祉
会

（
福
）
い
わ
み
福
祉
会

大
賀　

宏
美

大
賀　

宏
美

　
　

／

　
　

／
（
福
）
い
わ
み
福
祉
会

（
福
）
い
わ
み
福
祉
会

古
川　

大
輔

古
川　

大
輔

　
　

／

　
　

／
（
福
）
い
わ
み
福
祉
会

（
福
）
い
わ
み
福
祉
会

松
本　

治
美

松
本　

治
美

　
　

／

　
　

／
（
福
）
い
わ
み
福
祉
会

（
福
）
い
わ
み
福
祉
会

齋
藤　

ち
か
子

齋
藤　

ち
か
子

　
　

／

　
　

／
㈱
第
一
ホ
ー
ム

㈱
第
一
ホ
ー
ム

西
田　

奈
都
美

西
田　

奈
都
美

　
　

／

　
　

／
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

西
田　

聡
明

西
田　

聡
明

　
　

／

　
　

／
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

今
田　

良
平

今
田　

良
平

　
　

／

　
　

／
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

桑
原　

悟
史

桑
原　

悟
史

　
　

／
㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

　
　

／
㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

金
子　

裕
二

金
子　

裕
二

　
　

／

　
　

／
㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

沖
野　

純
一

沖
野　

純
一

　
　

／

　
　

／
㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

堂
原　

悠
里

堂
原　

悠
里

　
　

／

　
　

／
浜
田
ガ
ス
㈱

浜
田
ガ
ス
㈱

1515
年
以
上
勤
続

年
以
上
勤
続((

55
名名))

吉
田　

美
和
子

吉
田　

美
和
子

　
　

／

　
　

／
近
重
勉
税
理
士
事
務
所

近
重
勉
税
理
士
事
務
所

大
庭　

茂

大
庭　

茂

　
　

／
浦
田
木
材
㈱

　
　

／
浦
田
木
材
㈱

山
縣　

眞
須
夫

山
縣　

眞
須
夫

　
　

／
㈱
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

　
　

／
㈱
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

水
黒　

真
介

水
黒　

真
介

　
　

／

　
　

／
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

下
村　

博
規

下
村　

博
規

　
　

／

　
　

／
㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

1010
年
以
上
勤
続

年
以
上
勤
続((

2222
名名))

村
島　

良
和

村
島　

良
和

　
　

／
浜
田
港
運
㈱

　
　

／
浜
田
港
運
㈱

橋
本　

広
子

橋
本　

広
子

　
　

／
橋
本
鐵
工
㈱

　
　

／
橋
本
鐵
工
㈱

浦　

知
子

浦　

知
子

　
　

／
橋
本
鐵
工
㈱

　
　

／
橋
本
鐵
工
㈱

広
瀬　

征
司

広
瀬　

征
司

　
　

／

　
　

／
㈲
齋
藤
ア
ル
ケ
ン
工
業

㈲
齋
藤
ア
ル
ケ
ン
工
業

坂
本　

優

坂
本　

優

　
　

／

　
　

／
浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

河
原　

靖
明

河
原　

靖
明

　
　

／

　
　

／
浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

佐
々
岡　

正
夫

佐
々
岡　

正
夫

　
　

／
浦
田
木
材
㈱

　
　

／
浦
田
木
材
㈱

川
神　

雄
太
郎

川
神　

雄
太
郎

　
　

／

　
　

／
浦
田
木
材
㈱

浦
田
木
材
㈱

吉
田　

直
樹

吉
田　

直
樹

　
　

／

　
　

／
祥
洋
建
設
㈱

祥
洋
建
設
㈱

岡
本　

幸
男

岡
本　

幸
男

　
　

／

　
　

／
祥
洋
建
設
㈱

祥
洋
建
設
㈱

大
谷　

和
徳

大
谷　

和
徳

　
　

／

　
　

／
祥
洋
建
設
㈱

祥
洋
建
設
㈱

立
川　

雄
也

立
川　

雄
也

　
　

／

　
　

／
祥
洋
建
設
㈱

祥
洋
建
設
㈱

山
田　

吾
一

山
田　

吾
一

　
　

／

　
　

／
（
福
）
愛
心
会

（
福
）
愛
心
会

野
藤　

佳
子

野
藤　

佳
子

　
　

／

　
　

／
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

平
木　

孝
典

平
木　

孝
典

　
　

／

　
　

／
㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

山
﨑　

理
恵

山
﨑　

理
恵

　
　

／

　
　

／
㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

本
田　

大
輔

本
田　

大
輔

　
　

／

　
　

／
㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

隅
田　

裕
之

隅
田　

裕
之

　
　

／
イ
ワ
タ
ニ
島
根
㈱

　
　

／
イ
ワ
タ
ニ
島
根
㈱

日
野
原　

祐
二

日
野
原　

祐
二

　
　

／
イ
ワ
タ
ニ
島
根
㈱

　
　

／
イ
ワ
タ
ニ
島
根
㈱

松
本　

淳
哉

松
本　

淳
哉

　
　

／
イ
ワ
タ
ニ
島
根
㈱

　
　

／
イ
ワ
タ
ニ
島
根
㈱

田
平　

俊
二

田
平　

俊
二

　
　

／
島
根
総
合
設
備
㈱

　
　

／
島
根
総
合
設
備
㈱

青
木　

宏
介

青
木　

宏
介

　
　

／
浜
田
ガ
ス
㈱

　
　

／
浜
田
ガ
ス
㈱

な
ど
、
市
民
や
事
業
者
に
と
っ

て
も
厳
し
い
経
済
状
況
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
第
4
弾

と
な
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
「
は
ま

だ
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」
の
発
行
な

ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
支
援
を
積
極
的
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
２
０
２
５
大
阪
・
関

西
万
博
一
般
催
事
で
の
石
見

神
楽
単
独
公
演
が
正
式
に
決

定
し
、
ま
た
、
温
泉
総
選
挙

２
０
２
４
に
お
い
て
美
又
温
泉

及
び
旭
温
泉
が
第
1
位
に
な
る

な
ど
、
今
後
の
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
明
る
い
話
題

も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ

ら
を
活
か
し
た
取
組
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
10
月
に
新
浜
田
市
が
誕

生
し
て
20
年
を
迎
え
ま
す
。
記

念
式
典
な
ど
記
念
事
業
も
開
催

し
て
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん

と
お
祝
い
し
、
今
後
の
浜
田
市

の
更
な
る
発
展
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
重
点
課
題
で
あ
る

「
若
者
が
暮
ら
し
た
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
中
心
に
、
浜
田
市
の

地
域
経
済
の
活
性
化
と
な
る
よ

う
な
各
種
施
策
を
積
極
的
に
進

め
な
が
ら
、
「
住
み
た
い
」
「
住

ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る

浜
田
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

 

浜
田
商
工
会
議
所
会
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
経

営
手
腕
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
、

地
域
経
済
の
発
展
に
取
り
組
ま

れ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も

市
政
に
対
し
ま
し
て
、
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

結
び
に
、
浜
田
商
工
会
議
所

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
祈
念

し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
9
月
に
は
私
が
会
長
を

勤
め
て
い
る
東
京
島
根
県
人

会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
浜
田
市
と
江
津

市
の
ふ
る
さ
と
会
が
イ
ベ
ン

ト
を
担
当
し
、
浜
田
市
出
身

の
方
が
リ
ー
ダ
ー
の
コ
ー
ラ

ス
グ
ル
ー
プ
「
フ
ォ
レ
ス
タ
」

を
招
き
素
晴
ら
し
い
歌
声
を

ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
ォ
レ
ス
タ
の
皆
さ
ん
の
熱

演
も
あ
り
、
か
つ
地
元
の
皆

さ
ん
の
ご
支
援
も
受
け
総
会

が
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
こ

と
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

昨
年
世
界
で
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
続
く
中
東
地
区
の
紛
争

に
加
え
、
日
本
以
外
で
も
多

く
の
国
々
で
政
権
交
代
が
起

こ
り
、
特
に
米
国
で
は
新
年

を
迎
え
て
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
日
本
の

国
や
企
業
レ
ベ
ル
で
も
先
の

読
め
な
い
不
安
な
要
素
が
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

 
私
自
身
は
80
歳
を
過
ぎ
た
3

年
前
頃
よ
り
政
府
や
経
済
界

の
仕
事
を
全
て
引
き
、
「
ふ
る

さ
と
」
で
あ
る
島
根
（
東
京

島
根
県
人
会
会
長
）
と
浜
田

（
在
京
浜
田
会
会
長
）
の
仕
事

に
絞
っ
て
日
々
を
送
っ
て
お

り
ま
す
。
時
間
的
余
裕
は
で

き
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

が
落
ち
着
い
て
き
た
昨
年
か

ら
猛
暑
の
中
で
体
調
を
崩
し
、

浜
田
へ
は
ほ
ぼ
3
年
帰
郷
で

き
て
お
り
ま
せ
ん
。

 

た
だ
私
と
し
て
は
10
年
ほ
ど

前
に
始
め
た
「
ふ
る
さ
と
奨

学
金
制
度
」
で
浜
田
の
関
係

者
と
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
で

「
心
の
ふ
る
さ
と
」
を
保
ち
続

け
て
お
り
ま
す
。
本
年
こ
そ

は
浜
田
に
帰
郷
し
ふ
る
さ
と

浜
田
の
発
展
を
直
接
拝
見
し

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

浜
田
市
の
人
口
は
、
合
併
後

二
十
年
間
で
二
十
％
減
少
し

て
お
り
、
市
で
は
そ
れ
を
食

い
止
め
る
方
策
を
模
索
し
て

お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

私
は
兵
庫
県
明
石
市
の
近

く
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
明

石
市
で
は
十
一
年
連
続
で
人

口
増
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
高
三
ま
で

の
こ
ど
も
医
療
費
の
無
料
化

②
第
二
子
以
降
の
保
育
料
の

無
料
化
③
０
歳
児
の
見
守
り
・

お
む
つ
の
無
料
届
け
④
中
学

校
給
食
費
の
無
償
化
な
ど
で

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
全
国
温
泉
総

選
挙
美
肌
部
門
一
位
美
又
温

泉
、
歴
史
文
化
部
門
一
位
旭

温
泉
と
な
り
う
れ
し
い
か
ぎ

り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。　
　

　

と
こ
ろ
で
、
ひ
ろ
し
ま
は

ま
だ
会
秋
の
例
会
は
、
石
見

故
郷
へ
一
言

会
長　

坂
根　

正
弘

会
長　

坂
根　

正
弘  

在
京
浜
田
会

在
京
浜
田
会

会
長　

山
崎　

健
三

会
長　

山
崎　

健
三

ひ
ろ
し
ま
は
ま
だ
会

ひ
ろ
し
ま
は
ま
だ
会

神
楽
面
で
有
名
な
浜
田
市
熱

田
町
の
柿
田
勝
郎
面
工
房
の

代
表
柿
田
兼
志
さ
ん
に
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

粘
土
で
原
型
を
つ
く
り
柿
渋

の
糊
で
石
州
和
紙
を
幾
重
に

も
張
り
合
わ
せ
頑
丈
な
面
に

し
て
い
く
工
程
を
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。
硬
く
て
軽
い

面
を
か
ぶ
ら
せ
い
た
だ
い
た

り
、
粘
土
を
た
た
か
せ
て
い

た
だ
い
た
り
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
面
つ
く
り
の
奥

深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。　

　

美
肌
温
泉
一
位
と
石
見
神

楽
面
の
頑
丈
さ
と
軽
さ
こ
の

感
動
を
広
島
の
地
で
会
員
一

同
ひ
ろ
め
て
ま
い
り
ま
す
。

会
長　

田
村　

荘

会
長　

田
村　

荘

関
西
浜
田
会

関
西
浜
田
会
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す
。
そ
の
他
に
も
、
高
齢
者

や
障
碍
者
へ
の
様
々
な
取
り

組
み
を
推
し
進
め
て
お
り
、

住
み
や
す
い
と
感
じ
る
市
民

が
九
割
に
上
る
よ
う
で
す
。

　

明
石
市
は
人
口
三
十
万
人

の
中
核
都
市
で
あ
り
、
神
戸

市
ま
で
電
車
で
二
十
分
と
い

う
地
の
利
が
あ
る
の
で
、
前

記
の
子
育
て
支
援
策
を
そ
の

ま
ま
浜
田
市
に
、
と
い
う
訳

に
は
も
ち
ろ
ん
ま
い
り
ま
せ

ん
が
、
何
か
の
ヒ
ン
ト
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本

年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り

良
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
と
、

ふ
る
さ
と
浜
田
の
発
展
を
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。
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［  浜田商工会議所 青年部だより － 1 月号 － ］

〒 697-0026 浜田市田町 1668〒 697-0026 浜田市田町 1668

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

令
和
令
和
66
年
度
会
長

年
度
会
長廣

瀬　

由
架
里

廣
瀬　

由
架
里

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

ま
た
旧
年
中
は
浜
田
商
工
会
議
所
青
年
部

の
諸
活
動
に
際
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
初
め
に
『
Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
４
』
我
々
青
年
部
事
業
の
中
で
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
諸
先
輩
方
か
ら
事
業
を
引

継
ぎ
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
悪
天

候
の
た
め
、
や
む
を
得
ず
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
関
係
各
所

の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
事

を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

今
年
の
青
年
部
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
り
ま

す
「L

e
t

‘s

　

t
r
y

」
～
み
ん
な
の
力
を
一
つ
に
！

希
望
溢
れ
る
浜
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
未
来
の
為
に
～ 

一
人
一
人
が
考
え
行
動
す
る
。
ま
さ
に
例
会
を

通
じ
て
各
々
が
思
い
切
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
合
い
、
一
つ
の
形
と
な
り
「
未
来
の
為
に
」

自
分
達
の
行
動
が
、
こ
の
先

の
末
来
を
変
え
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
合
う
」
精
神
を
持
ち
、

次
な
る
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て

研
鑽
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

【
令
和
6
年
度
事
業
の
振
り
返
り
】

　

5
月
例
会
で
は
、
新
入
会
員

研
修
会
を
行
い
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と

は
ど
の
よ
う
な
組
織
な
の
か

浜
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
行
っ
て
い
る

事
業
活
動
や
、
青
年
部
が
地

域
へ
求
め
る
も
の
の
融
合
性

な
ど
、
新
入
会
員
の
研
鑽
と

交
流
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

6
月
例
会
で
は
、
市
内
団

体
・
事
業
な
ど
を
さ
れ
て
お

ら
れ
る
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
方

に
参
加
頂
き
、
商
工
会
議
所

経
営
支
援
課
の
平
田
さ
ん
お

招
き
し
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

私
た
ち
が
事
業
を
行
っ
て
い

く
中
で
、
個
人
資
産
管
理
の

あ
り
方
と
し
、
昨
今
の
経
済

情
報
や
、
貯
蓄
・
投
資
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
特
徴
で

あ
っ
た
り
、
リ
ス
ク
管
理
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

7
月
例
会
で
は
、
メ
ン
バ
ー

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
社
屋
に

て
Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
２
４
の
開
催
に
向
け
、

仲
間
意
識
を
高
め
、
浜
田
Ｙ

Ｅ
Ｇ
事
業
の
大
き
な
柱
と
し
、

Ｂ
Ｂ
委
員
長
の
思
い
で
も
あ

る
、
１
つ
の
祭
り
を
作
り
上

げ
て
い
く
為
に
部
内
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

8
月
は
益
田
の
地
に
て
第

42
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
益

田
大
会
が
開
催
さ
れ
、
台
風

10
号
が
接
近
す
る
中
で
迅
速

な
対
応
の
中
、
他
の
単
会
の

皆
様
と
の
交
流
会
を
図
れ
、

益
田
大
会
に
関
わ
る
一
人
ひ

と
り
の
想
い
が
し
っ
か
り
と

詰
ま
っ
た
素
晴
ら
し
い
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

9
月
例
会
で
は
、
Ｂ
Ｂ
大
鍋

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４

の
開
催
に
向
け
て
、
当
日
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
手
伝

い
し
て
頂
く
外
部
の
方
々
と
、

今
年
の
味
付
け
で
大
鍋
の
試

食
を
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

視
点
か
ら
意
見
や
ア
イ
デ
ィ

ア
な
ど
を
し
て
頂
き
、
当
日

に
向
け
て
交
流
を
は
か
り
ま

し
た
。
そ
の
翌
週
に
は
、
特

別
講
演
会
を
開
催
し
、
元
楽

天
株
式
会
社
で
広
報
を
担
当

を
さ
れ
て
お
ら
れ
た
方
を
講

師
で
お
招
き
し
、
私
達
が
身

近
で
感
じ
て
来
れ
な
か
っ
た
、

会
社
の
イ
メ
ー
ジ
を
崩
さ
な

い
危
機
管
理
広
報
や
、
会
社

で
出
来
る
備
え
な
ど
の
考
え

方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

10
月
は
約
5
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
、
駅
北
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
露
天

ブ
ー
ス
を
出
店
し
Ｐ
Ｒ
活
動

を
し
、
翌
日
は
県
立
大
学
海

遊
祭
に
参
加
。
小
鍋
で
Ｂ
Ｂ

大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
鍋

を
作
り
Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
の
告
知

を
し
、
両
日
と
も
に
沢
山
の

市
民
の
方
が
来
場
さ
れ
賑
や

か
な
中
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

し
ま
し
た
。

　

11
月
例
会
で
は
、
Ｂ
Ｂ
大
鍋

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４

中
止
に
伴
い
今
後
の
注
意
点

な
ど
、
次
年
度
に
向
け
て
気

持
ち
を
新
た
に
切
り
替
え
課

題
定
義
を
共
有
し
合
い
ま
し

た
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
私
達
、

浜
田
商
工
会
議
所
青
年
部
は

地
域
が
よ
り
豊
か
で
住
み
よ

い
郷
土
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
こ
と
を
目
標
に
日
々
活
動

し
て
い
ま
す
。
未
来
の
た
め

に
。
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１.会議所会員加入承諾について　    

　　[9月末会員数] 　1,116　[10月末会員数]　1,118

　  [2024年4月1日現在商工業者数]　2,182

　　[組織率]   51.24％

    　加入事業所数 ： 2　　退会事業所数 ： 0

  協議事項

  

お店お店ののチラシチラシ
折り込みませんか？折り込みませんか？

　浜田商工会議所では毎月 15 日（8 月、12 月を除く）に　浜田商工会議所では毎月 15 日（8 月、12 月を除く）に
『商工会議所だより』を発行し、全会員事業所、公官庁に約『商工会議所だより』を発行し、全会員事業所、公官庁に約

1,200 ヶ所に配布しています。1,200 ヶ所に配布しています。
　キャンペーンや催事に合わせて、お店のチラシを折り込み　キャンペーンや催事に合わせて、お店のチラシを折り込み

（有料）、（有料）、『商工会議所だより』を有効活用してみませんか？『商工会議所だより』を有効活用してみませんか？

   チラシ折込のご相談は、浜田商工会議所へ   チラシ折込のご相談は、浜田商工会議所へ

会議所月報

  報告事項
１.新商品・新サービス合同プレス発表会開催について
２.島根県経済交流懇談会・同全国ゴルフ大会について
３.出張経営相談会について
４.会員増強について
５.BB大鍋フェスティバル2024について
６.出張中国経済産業局 in 益田
７.2024年山陰中央新報社『地域開発賞』
受賞者について
８.商工会議所職員募集について

９.年末スケジュールについて
１０.その他

株式会社トラしゃら　　代表取締役　　吉岡　健児　　浜田市吉地町　　小売・卸売株式会社トラしゃら　　代表取締役　　吉岡　健児　　浜田市吉地町　　小売・卸売

事業説明
①『浜田地域における事業継承の現状と課題等について』
説明者：島根県事業継承・引継ぎ支援センター　サブマネージャー　永田真司氏　他

②『企業と人権（職場からつくる人権社会について）』

説明者：浜田市人権擁護委員協議会　人権委員擁護委員　堀口秀樹　氏

「相談したいことがあっても、商工会議所までは遠くて行く時間がない・・・」「相談したいことがあっても、商工会議所までは遠くて行く時間がない・・・」

そんな遠方の事業者様・創業希望者様の利便性向上を図るために各会場で経営相談会を実施しております。そんな遠方の事業者様・創業希望者様の利便性向上を図るために各会場で経営相談会を実施しております。

当日は、経営指導員が「金融や税務相談」、「補助金のご紹介」等をさせていただきます。当日は、経営指導員が「金融や税務相談」、「補助金のご紹介」等をさせていただきます。

当所までお越しいただく手間を省けますので、どうぞご利用ください。当所までお越しいただく手間を省けますので、どうぞご利用ください。

日 程日 程 場 所場 所 時 間時 間

１月２３日（木）１月２３日（木） 周布まちづくりセンター周布まちづくりセンター 13：30 ～ 15：3013：30 ～ 15：30

２月１３日（木）２月１３日（木） 浜田建設会館浜田建設会館 13：30 ～ 15：3013：30 ～ 15：30

３月１９日（木）【予定】３月１９日（木）【予定】 浜田まちづくりセンター浜田まちづくりセンター 13：30 ～ 15：3013：30 ～ 15：30

出張経営

相談会

スケジュール

【問い合わせ先】【問い合わせ先】　　　　浜田商工会議所　総務課浜田商工会議所　総務課　　　　TEL：0855-22-3025　ホームページ：http://www.hamada-cci.or.jp/TEL：0855-22-3025　ホームページ：http://www.hamada-cci.or.jp/

〇　経営改善、経営安定、資金繰り、創業のお手伝いをいたします。〇　経営改善、経営安定、資金繰り、創業のお手伝いをいたします。

〇　あなたの経営課題に対して専門家を派遣し、アドバイスを行います。〇　あなたの経営課題に対して専門家を派遣し、アドバイスを行います。

〇　金融に関する情報や推薦が受けられます。〇　金融に関する情報や推薦が受けられます。

〇　労災・雇用保険事務の簡略化及び、事業主の特別加入ができます。〇　労災・雇用保険事務の簡略化及び、事業主の特別加入ができます。

〇　各種共済制度（生命共済・特定退職金等）へ加入ができます。　　　など〇　各種共済制度（生命共済・特定退職金等）へ加入ができます。　　　など

新入会員のご案内　ご入会いただきありがとうございます 　（敬称略）

年会費　法人事業所 11,000 円　個人事業所　6,600 円年会費　法人事業所 11,000 円　個人事業所　6,600 円
【入会のメリット】【入会のメリット】

 会 員 増 強 に ご 協 力 く だ さ い

【問い合わせ先】【問い合わせ先】　　　　　　浜田商工会議所　　　中小企業相談所浜田商工会議所　　　中小企業相談所　　　　　　TEL：0855-22-302　　FAX：0855-22-5400TEL：0855-22-302　　FAX：0855-22-5400

 会 議 所 出 張 経 営 相 談 会 の お 知 ら せ



(7) 令和7年1月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第427号

  

浜 田 市 景 況 レ ポ ー ト 　 提 供 ： 日 本 海 信 用 金 庫浜 田 市 景 況 レ ポ ー ト 　 提 供 ： 日 本 海 信 用 金 庫

概　　　況概　　　況
１．雇用状況１．雇用状況
　浜田管内における月間有効求人倍率（パートを含む）は、　浜田管内における月間有効求人倍率（パートを含む）は、
令和６年７月が1.43倍、８月が1.46倍、９月が1.48倍で推令和６年７月が1.43倍、８月が1.46倍、９月が1.48倍で推
移し、３ヶ月間（７月～９月）の対前年同期比較でみると、移し、３ヶ月間（７月～９月）の対前年同期比較でみると、
前年の1.52倍に対し、今年は1.46倍と低下している。前年の1.52倍に対し、今年は1.46倍と低下している。

２．２．漁業水揚高状況漁業水揚高状況
　令和６年７月～９月の漁業水揚高は、数量が2,144ｔ、　令和６年７月～９月の漁業水揚高は、数量が2,144ｔ、
金額は869百万円となっており、前年同期と比較し、数量金額は869百万円となっており、前年同期と比較し、数量
は20.9％の増加、金額は7.8％の増加となっている。は20.9％の増加、金額は7.8％の増加となっている。
　また、漁業種別水揚金額の増減では、沖合底曳が22.8％　また、漁業種別水揚金額の増減では、沖合底曳が22.8％
の減少、巾着は47.3％の増加、イカ釣は263.2％の増加等との減少、巾着は47.3％の増加、イカ釣は263.2％の増加等と
なっている。なっている。

３．３．島根県信用保証協会保証承諾状況島根県信用保証協会保証承諾状況
　　島根県信用保証協会浜田支店における令和６年７月～９島根県信用保証協会浜田支店における令和６年７月～９
月の保証承諾は、133件の1,444百万円となっており、前年月の保証承諾は、133件の1,444百万円となっており、前年
同期と比較し件数は７件の減少、金額は225百万円の増加同期と比較し件数は７件の減少、金額は225百万円の増加
となっている。となっている。

４．４．瓦の生産・出荷状況瓦の生産・出荷状況
　石州瓦工業組合の調査によると、令和６年７月～９月の　石州瓦工業組合の調査によると、令和６年７月～９月の
瓦の生産枚数は、2,221千枚で前年同期比8.8％の減少、出瓦の生産枚数は、2,221千枚で前年同期比8.8％の減少、出
荷枚数は1,799千枚で同35.3%の減少となっている。荷枚数は1,799千枚で同35.3%の減少となっている。

５．５．公共工事請負契約状況公共工事請負契約状況
　　浜田地区における令和６年７月～９月の公共工事請負金浜田地区における令和６年７月～９月の公共工事請負金
額は、4,124百万円となっており、前年同期と比較し42.6％額は、4,124百万円となっており、前年同期と比較し42.6％
の減少、益田地区は4,145百万円で同17.9％の増加となっての減少、益田地区は4,145百万円で同17.9％の増加となって
いる。いる。
※今回より、川本地区は県央地区に、津和野地区は益田地※今回より、川本地区は県央地区に、津和野地区は益田地
区に含まれる区に含まれる

令和６年９月の月間有効求人倍率、（　）内は令和６年９月の月間有効求人倍率、（　）内は令和５年９月令和５年９月

（参考　資料出所　島根労働局職業安定部）（参考　資料出所　島根労働局職業安定部）

全　県全　県 松江管内松江管内 出雲管内出雲管内 大田管内大田管内 益田管内益田管内 浜田管内浜田管内

1.441.44 1.391.39 1.421.42 1.261.26 1.641.64 1.481.48

（1.51）（1.51） （1.46）（1.46） （1.51）（1.51） （1.28）（1.28） （2.05）（2.05） （1.49）（1.49）

⑴　水揚高（ｔ）⑴　水揚高（ｔ）

⑵　水揚金額（百万円）⑵　水揚金額（百万円）
単位：百万円単位：百万円

（参考　資料出所　浜田市産業経済部水産振興課）（参考　資料出所　浜田市産業経済部水産振興課）

（参考　資料出所　西日本建設業保証㈱島根支店）（参考　資料出所　西日本建設業保証㈱島根支店）

令和４年令和４年
７月～７月～
９月９月

令和５年令和５年
７月７月～～
９月９月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

令和６年令和６年
７月７月～～
９月９月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

沖合底曳網沖合底曳網 332332 316316 ▲4.8▲4.8 239239 ▲24.4▲24.4

機船巾着網機船巾着網 1,2361,236 1,3261,326 7.37.3 1,7251,725 30.130.1

い か 釣い か 釣 66 1414 133.3133.3 5757 307.1307.1

定 置 網定 置 網 8282 5252 ▲36.6▲36.6 4949 ▲5.8▲5.8

一 本 釣一 本 釣 1616 2020 25.025.0 1717 ▲15.0▲15.0

そ の 他そ の 他 1515 1818 20.020.0 1919 5.65.6

陸 送陸 送 3232 2828 ▲12.5▲12.5 3939 39.339.3

合 計合 計 1,7201,720 1,7741,774 3.13.1 2,1442,144 20.920.9

令和４年令和４年
７月～７月～
９月９月

令和５年令和５年
７月７月～～
９月９月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

令和６年令和６年
７月７月～～
９月９月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

沖合底曳網沖合底曳網 289289 364364 26.026.0 281281 ▲22.8▲22.8

機船巾着網機船巾着網 283283 281281 ▲0.7▲0.7 414414 47.347.3

い か 釣い か 釣 88 1919 137.5137.5 6969 263.2263.2

定 置 網定 置 網 2626 1717 ▲34.6▲34.6 1919 11.811.8

一 本 釣一 本 釣 3232 4141 28.128.1 3131 ▲24.4▲24.4

そ の 他そ の 他 1818 1818 0.00.0 1818 0.00.0

陸 送陸 送 6060 6565 8.38.3 3636 ▲44.6▲44.6

合 計合 計 716716 806806 12.612.6 869869 7.87.8

単位：件、百万円単位：件、百万円

（参考　資料出所　島根県信用保証協会）（参考　資料出所　島根県信用保証協会）

令和５年７月～令和５年７月～５年５年９月９月 令和６年７月～令和６年７月～６年６年９月９月 増　　　減増　　　減
件数件数 金額金額 件数件数 金額金額 件数件数 金額金額

支店別支店別
浜田支店浜田支店 140140 1,2191,219 133133 1,4441,444 △7△7 225225
益田支店益田支店 9999 945945 9191 782782 △8△8 △163△163
地区別地区別
浜 田 市浜 田 市 9494 865865 8181 835835 △13△13 △30△30
江 津 市江 津 市 2828 149149 3838 425425 1010 276276
益 田 市益 田 市 7777 722722 　69　69 625625 △8△8 △97△97
島根県計島根県計 793793 7,3137,313 895895 10,77010,770 102102 3,4573,457

令和５年令和５年
７月～９月７月～９月

令和６年令和６年
７月～９月７月～９月

対前年対前年
同期増減比（％）同期増減比（％）

浜 田 地 区浜 田 地 区 7,1847,184 4,1244,124 ▲42.6▲42.6
益 田 地 区益 田 地 区
（津和野含む） 3,5163,516 4,1454,145 17.917.9

県 央 地 区県 央 地 区 5,6395,639 4,9034,903 ▲13.1▲13.1
島根県合計島根県合計 46,96246,962 42,31242,312 ▲9.9▲9.9
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画
課
岸
本
課
本
課
長
か
ら
「
広

長
か
ら
「
広

島
広
域
都
市
圏
に
つ
い
て
」

島
広
域
都
市
圏
に
つ
い
て
」

の
説
明
を
お
聞
き
し
た
の
ち
、

の
説
明
を
お
聞
き
し
た
の
ち
、

前
回
の
確
認
事
項
や
報
告
事

前
回
の
確
認
事
項
や
報
告
事

項
と
し
て
県
知
事
要
望
に
つ

項
と
し
て
県
知
事
要
望
に
つ

い
て
い
て((

回
答
回
答))

、
県
立
大
学

、
県
立
大
学

と
石
見
四
市
商
工
会
議
所
連

と
石
見
四
市
商
工
会
議
所
連

携
バ
ス
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
、

携
バ
ス
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
、

島
根
原
子
力
発
電
所
視
察
研

島
根
原
子
力
発
電
所
視
察
研

修
に
つ
い
て
、
各
商
工
会
議

修
に
つ
い
て
、
各
商
工
会
議

所
会
頭
、
専
務
理
事
か
ら
説

所
会
頭
、
専
務
理
事
か
ら
説

明
や
意
見
等
を
交
わ
し
ま
し

明
や
意
見
等
を
交
わ
し
ま
し

た
。
今
後
に
つ
い
て
も
意
見

た
。
今
後
に
つ
い
て
も
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き

交
換
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き

石
見
の
連
携
強
化
に
取
り
組

石
見
の
連
携
強
化
に
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

次
回
は
来
年

次
回
は
来
年
66
月
頃
江
津
市

月
頃
江
津
市

で
開
催
予
定
と
し
て
お
り
ま

で
開
催
予
定
と
し
て
お
り
ま

す
。
す
。


